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南北朝・菊池一族歴史街道推進連絡協議会　「菊池市編」
九州南北朝時代の足跡をめぐる

３月15日（水）

おごおり歳時記 ～イベント情報～

商工・企業立地課商工観光係
☎72-2111

問

権現さん日方神社600年祭
ごん  げん ひ  かた

日方神社 （花立山山頂）

市内各所

　毎年3月15日に、地域住民の健康を祈る「権現さん祭り」が行わ
れています。日方神社の創建600周年にあたる今年は、参拝客先
着250人に紅白まんじゅうが振る舞われます。

　宝満川に接し、宝珠川が貫く津古は、四季折々の美しい風景
や、人々の営みが感じられる地域です。
　そんな津古のあんなことやこんなこと、いろいろな話を聞き
ながらブラリと巡ってみませんか。きっと誰かに話したくなる
ような豆知識が満載です。

日時　３月25日（土）
　　　10時半～11時半／ 11時～12時
行程　西鉄津古駅（集合）▶宝珠川沿い
　　　▶津古の街並み▶津古八龍神社（解散）
定員　各回10人（先着順）

参加費　500円（保険料、参加記念品含む）
※動きやすい服装でお越しください
申込方法　Eメールで①氏名②住所③連絡先④生年月日
⑤交通手段⑥参加希望の時間をお知らせください
※Eメールでの申込みが困難な場合は、ご連絡ください
申込期間　３月６日（月）～17日（金）

見頃は３月下旬～４月上旬
桜スポット
　桜を満喫できるスポットを紹介します。ぜひ散策してみてくだ
さい。
主なスポット
御勢大霊石神社、大中臣神社、小郡日吉神社、如意輪寺、城山公
園、東町公園、松崎桜馬場、小郡高校前

小郡市観光大使
オリリン・ヒコリン

ブラリおごおり～津古編～を開催します
（一社）小郡市観光協会　☎72-4008　　kanko-ogori@leo.bbiq.jp問申

宝珠川沿い

大中臣神社の桜

日方神社（花立山山頂）

（一社）小郡市観光協会
☎72-4008

問

10月号から紹介している、南北朝時代に活躍した菊池一族。最終回の今回は、菊池市を紹介します。

菊池神社
　６代菊池武

たけまさ

政は、菊池本城を隈
わい

府
ふ

にある守
もりやまじょう

山城
へと移しました。この地は現在に至るまで菊池
の中心地として栄
え、明治時代には
天皇の命により、
菊池一族の遺徳を
称えて本城跡に菊
池神社が建立され
ました。

将軍木と松囃子能場
　菊池武光が後

ご

醍
だい

醐
ご

天皇の皇子・懐
かねよし

良親
（かねなが）

王
を迎えると、九州における南朝方の政府「征
西府」が菊池に置かれました。親王のために
披露したとされる「菊池の松

まつ

囃
ばや

子
し

」（御
お

松
まつ

囃
ばや

子
し

御
お

能
のう

）は国重要無形民俗文化財に指定され、
現在も守り継がれています。懐良親王お手
植えと伝わる将軍木（県指定）を親王に見立
て、毎年10月13日に専用の能場である菊池
松囃子能場（県指定）にて奉納されます。
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御勢大霊石神社で供覧された粥の様子
（令和５年２月撮影）
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